
課

嗣

同

の

仁

學

に
就

て

( )

幅

鳥山

俊

翁

清
末
の
志
士
課
嗣
同
は
宇
を
復
生
、
號
を
肚
飛
と
い
ひ
、
同
治
四
年

(
一
八
六
五
慶
慮
元
年
)
湖
北
の
巡
撫
を
勤

め
た
縫
洵
め
子
と
し

て
湖
南
測
陽
縣
に
生
れ
た
人
で
あ
る
。
十
二
才
の
時
に
母
を
喪
ひ
父
の
妾
の
爲
に
虐
待
さ
れ
備
さ
に
難
苦
を
嘗
め
た
の
で
あ
る
が
、
少
年

の
頃
か
ら
大
志
を
抱
い
て
群
籍
に
博
く
通
じ
文
章
を
能
く
し
、
任
侠
を
好
み
劒
術
を
善
く
し
た
。
二
十
歳
の
時
、
新
彊

の
巡
撫
で
あ
つ
た

劉
錦
堂
小か
ら
そ
の
奇
才
を
認
め
ら
れ
朝
廷
に
推
暴
せ
ら
れ
よ
う

と

し
た

が
、
劉
氏
の
邊
官
と
共
に
果
さ
れ
・ず
、
.其

の
後
十
年
間
、
直
隷

(
今
の
河
北
)新
彊
、
甘
粛
、
陳
西
、
河
南
、
湖
南
、
,湖
北
、
江
蘇
、
安
糧
、
漸
江
、
台
湾
等
の
各
省
に
往
來
し
て
風
土
文
物
を
覗
察
し
、

天

下
の
豪
傑
を
物
色
し
た
が
、
父
の
命
で
遠
く
遊
ぶ
を
許
さ
れ
す
四
方
の
志
を
審
す
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
。
日
清
の
役
後
夫
い
に
襲
憤

し
郷
塁
の
測
陽
に

一つ

の
學
曾
を
作
つ
て
新
學
を
提
侶
し
、
同
志
を
集
め
て
研
究

を
な
し
、
又
北
京
と
上
海
と
に
も
時
強
學
會
と
い
ふ
の

を
興
し
て
天
下
の
志
士
と
慮
和
し
、
自
ら
湖
南
か
ら
上
海
に
出
て
同
志
と
交
り
を
深
く
し
、
學
識
は
日
々
釜

々
進

み
、
共
の
言
論
を
聞
き

風
采
に
接
す
る
者
は
彼
の
非
常
人
た
る
を
認
め
た
。
彼
は
父
の
命

に
よ
つ
て
南
京
の
役
人
に
な

つ
た
が
そ
の

一
年
間
は
戸
を
閉
ぢ
て
大
い

に
勉
強
し
孔
子
の
儒
教
や
佛
教
の
眞
髄
を
探
り
群
哲
の
心
法
に
通
じ
て

「
仁
學
」
と
い
ふ

一
書
を
著
し
た
。
其
の
頃
湖
南
の
巡
撫
だ
つ
た

陳
寳
箴
父
子
や
按
察
使
の
黄
蓬
憲
な
ど
が
新
學
を
澗
南
に
起
さ
う
と
し
て
彼
を
呼
び
戻
し
た
の
で
彼
は
官
を
す
て
て
長
沙
に
往
き
、
そ
ζ

で
南
學
會
を
作
り
愛
國
救
亡
の
法
を
講
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

こ
の
學
會
で
は
七
日
毎
に
大
衆
を
集
め
て
世
界
の
大
勢
や
政
治
の
原
理
を

演

論
し
毎
會
千
歎
百
人
の
聴
衆
を
得
て
、
彼
自
ら
其
の
會
長
と
な
り
湖
南
全
省
の
風
氣
を
開
襲
し
大
い
に
民
衆
を
感
動
せ
し
め
た
。
其
の

後
光
緒
三
十
三
年
(
一
八
九
六
明
治
二
十
九
年
)或
人
の
推
薦
で
、朝
廷
に
入
り
四
品
卿
衝
軍
機
章
と
い
ふ
大
臣
の
職

に
就

い
た
.が
十
日
も
経
.

や
ぬ
中
に
政
憂
に
遭

ひ
、
そ
の
年
の
八
月
十
三
日
北
京
に
於
て
死
刑
に
虞
せ
ら
れ
た
。
時
に
春
秋
三
十
三
で
あ
つ
た
。
此
の
事
件
の
起
る

前
の
目
本
の
有
志
歎
名
か
ら
彼
に
日
本
亡
命
を
渤
め
た
が
彼
は
之
に
慮
ぜ
す
、
再
三
再
四
之
を
強
い
た
時

に
彼
は
、

「各
國
の
攣
法
は
流

血
に
よ
つ
て
成
ら
ぬ
も
の
は
な
か
つ
た
、
吾
中
國
は
敷
千
年
來
愛
法
に
よ
つ
て
流
血
し
た
も
の
は
無
い
、
そ
れ
は

我
國
の
昌
ん
に
な
ら
ぬ

、

二
三



二
四

所
以
で
あ
る
。
若
し
ζ
れ
あ
る
と
せ
ば
請

ふ
、
わ
れ
嗣
同
よ
り
始
め
ん
」
と
固
い
決
意
を
示
し
、
從
容
と
し
て
死
に
就
き
眞
に
死
を
視
る

こ
と
麟
す
る
が
如
き
も
の
で
つ
た
と
い
ふ
。

今
課
嗣
同
の
學
術
思
想
の
大
体
を
窺
ふ
に
當

つ
て
吾
人
の
第

一
に
感
す
る
所
は
彼
が
日
新
と
い
ふ
こ
と
を
そ
の
宗
旨
と
し
て
ゐ
江
こ
と

　

で
あ
る
。
彼
は
少
年
時
代
中
國
の
學
者
の
誰
も
が
試
み
紅
様
に
考
擦
、
箋
註
、
金
石
、
刻
鎮
、
詩
、
古
文
爵

の
研
究
や
中
國
の
古
い
兵
法

を
談
す
る
を
事
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
三
十
才
の
頃
か
ら
泰
西
の
藪
學
、
物
理
、
政
治
、
歴
史
を
研
究
し
、

叉
宗
激
に
も
心
を
傾
け
る

様
に
な
つ
た
。
初
は
耶
蘇
教

を
崇
信
し
て
佛
教
や
孔
子
の
教
を
尊
ば
な
か
つ
た
が
、
南
京
在
住
の

一
年
、
日
夜
儒
佛
の
書
を
冥
捜
し
、
居

士
楊
文
會

(
仁
山
)
が
佛
典
に
博
通
し
て
ゐ
た
の
で
之
と
相
交
り
、
三
藏
の
宗
旨
を
究
め
、
特
に
華
嚴
法
相
の
學

に
深
く
入
り
、
萬
法
鶴

一
、
圓
融
無
碍
の
理
に
貫
通
す

る
を
得
て
彼
の
'「
仁
學
」
な
る
思
想
を
形
成
す
る
に
至
つ
た
よ
う
で
あ
る
。

彼
の
逡
著
に
は
蓼
天
閣
文

(
二
巻
)
"穽
蒼
蒼
齋
詩

(
二
巷
)
遠
遺
堂
集
外
文

(
一
巻
)
等
が
あ

る
が
、
仁
學

(
二
巻
)
は
彼
の
學
術
思

想

の
精
粋
を
表
明
し
た
も
・の
で
あ
つ
て
、
そ
の
根
抵
と
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
彼
目
ら
言
ふ
所
の
如
く

華
嚴
、
心
宗
、
相
宗
ジ
…
佛
激

新
約
聖
書
、
撒
學
、
物
理
、
就
會
學
-
・…
西
鰍

易
覧
春
秋
公
羊
傳
、
論
語
、
禮
記
、
孟
子
、
荘
子
、
墨
子
、
史
記
、
陶
淵
明
、
周
茂
叔
、
張
横
渠
、
陸
象
山
、

王
陽
明
、
王
船
山
、
黄

宗
義
:
・…
中
國

等

の
諸
書
で
あ
る
。
之
に
よ
つ
て
之
を
観
れ
ば
彼
の
所
謂
仁
學
の
思
想
は
佛
教
、
耶
蘇
敏
、
儒
教
並
に
中
國
諸
子

の
哲
學
思
想
と
近
代
自

然
科
學
的
思
想
の
融
合
調
和
に
よ
る
世
界
観
を
設
か
う
と
し
距
も
の
で
、
孔
子
の
所
謂
仁
の
意
義
の
新
し
い
展
開

に
依
つ
て
理
想
的
國
家

肚
會
の
實
現
を
期
す
る
に
在
り
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

課
鵬
同
は
先
づ
仁
の
字
を
定
義
し
て
二
と
人
と
相
偶
す
る
を
意
と
す

る
古
來
の
論
を
肯
定
し
、更
に
仁
は

「
通
す

る
」
と
い
ふ
ご
を
第

一

よ
　
　

め

義

と
す

る

。

而

し

て
そ
れ

は

以

太

(
国
夢
o
M
)

で

あ

る
、

電

で
あ

る
、

心
力

で
あ

る
と

い
つ

て

ゐ
る

。

こ

エ

に
彼

は

孔

子

の
用

ひ

た

仁

と

よ
ほ
　
　

い
ふ
道
徳
原
理
を
自
然
科
學
的
な
以
太
と
同

一
視
し
、
程
明
道
や
王
陽
明
等

の
謂
つ
た

「
仁
者
天
地
萬
物
爲
ご
一
体

一」
と
い
ふ
考
に
近
代

だ
　

　
　

の
科
學
論
乞
附
加
し
、
デ
モ
ク
リ
タ
ス
の
ア
ト
ム
説
に
も
相
似
康
新
説
を
提
侶
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
に
言
は
し
む
れ
ば
以
太
は
原
質



の
原

質

で

あ

つ
て
、

個

体

を

聚

合

せ

し
あ

凡

て

の

物

と
物

乏

を

通

・ず

る
原

因

之
な

る

も

の

で
、

法
界

、

虚

室

界

、

衆

生

界

に
偏

満

す

る

至

精

至
微

な

然
も

超

感

畳

的

な

も

の
で

あ

る
。

こ

の
以

太

が

用

と

し

て
現

は

れ

來

る

時

を

孔

子

は

仁

と

い

び
性

と

い

ひ
、

墨

子

は
象

愛

と

い

ひ
、

佛

は

性
海

、

慈

悲

と

い

ひ
、

耶
蘇

は
塞

魂

と

い

ひ
、

入

を

愛

す

る

こ

と

己

の
如

く

し
、

敵

を

親

る
こ

と
友

の
如
く

す

と

言

つ

て
居

り

、

自

然

科

學

者

は
之

を

愛

力
、

吸
力

と

言

づ

て

ゐ

る
が

そ

れ

は
皆

一
物

で

あ

る
。

さ

れ

ば

法

界

は

之

に

よ

つ

て
生
じ

、

虚

室

は
之

に
よ

つ

て
立

ち

、

衆

生
は

之

に

よ

つ

て
出

で
來

る

の

で
あ

る

。

而

し

て
以

太

の
用

の
至

鰹

な

る
も

の

は
人

身

に
於

て
は

…脳
で
あ

り

、

盧

塞

に
於

て
は

電

で

あ

る
。

電

は
虚

塞

に

止
寄

す

る

の
み

で
な

く

」

物

と

し

て
彌

縮

貫
徹

L

て

ゐ
な

い
所

は

無

い

の

で

あ

る
。

異

寛

㎜脳
は
有

形

質

の

電

で
あ

り

.

電

は

無

形
質

の
謄

で

あ

る
。

人

が
脳

の
カ

の

五
官

百
骸

に
通

じ

て

一
身

を

爲

し

て

み
る

こ
と

を

知

る

限

り
、

電

が
天

地

萬

物

人

我

に
通

じ

て

一
身

と

な

る

こ

と
を

知

ら

ね

ば
な
ら

ぬ

。

例

へ
ば
吾
身

が
切
ら
れ

て
痛

い
と
感
す
る

の
は
鵬
が
知
畳
す
る
か
ら
で
あ
る
噂
手
足

の
末

端

は
旛
其
φ
も

の
で
は
な

い
が
.
切
ら
れ
た
こ
と
を
知
る

の

は
謄
で
あ

つ
て
、

そ
れ
汎
帥

ち
電
な

の
で
あ
る
。
謄

の
氣
が
憂
身

に
周
布

し
て
ゐ
る
の
は
電

線
が
四
達

し
て
ゐ
る

こ
.と
で
あ
る

。
身

が
切
ら
れ
た
場
合

電
線
が
胎

に
電
信
す
る

の
で
痛

い
と
感
す
る

の
で
あ
る
。
廓
痺

し
て
ゐ

る
時
は
知
畳
が
な

い
、
そ
れ

は
電
線

が
竣
れ

て
ゐ
る

の
で
あ
る
。
讐
「家
が
麻
痺

し

て
ゐ
る
の
を
不
仁

と

い
ふ
、
仁

と
不
仁

と
の
別

は
通
之
塞

と
に
左
る
。
通

は
電
線
四
漣

の
如
く
、
如
何

に
遠
く
と
好

届

が
ぬ
所

は
無
く

、
異
域
も

一

身

の
如
く

で
あ

る
。
通

と

い
ふ
こ
と
か
仁

の
道

で
あ
る
、

一
身

か
ら
,
一
家
、

一
尿

か
ら

一
郷
、

一
縣
、

一
國

、
全
地
球

に
通
す
る
な
ら
ば
全

地
球

は

一

均
二

家

の
積

で
あ
る
。

叉

一
切

の
物

は

化

學

中

の
原
質

の
聚

合

し

て
成

立
す

る
も

の

で
あ

る
か

ら
、

一
切

の
物

に
は

自

性

と

い
ふ
も

の
は

な

い
。

動

植

物

の
性

が
異

っ

て

ゐ
る

と

い

つ
て
も

、

そ

れ

は

七
十

三

種

の
原

質

の
化

合

か
ら

成

つ

て

ゐ

る
た

め

に
、

そ

の
化

合

の
仕

方

に
よ

つ

て
異

な

る
性

が

出

來
」る
け

れ
共
、

原

質

そ

の
も

の

は

初
か

ら
不

増

不
減

で

あ

る
ρ

こ

の

七
十

三

の
原

質

に
は

な

ほ

異

つ
た

性

質

が

あ

る
け

れ

共
、

原
質

の

原

質

と
恵

い

ふ

べ
き

以

太

は

唯

一
の

も

の

で
不

生

不
滅

で
あ

る
。

不

生

で

あ

る

か

ら
有

と
も

言

へ
す
「、

不

減

で

あ

る
か

ら

無

と

も

言

へ
な

・

い

。
」即
ち

以
太

は
有

無

を

超

越

し

た

も

の

で

あ

る
。

-

化
墨
的
原
理
に
從

つ
て
原
質

の
分
合
が
凡

て
の
物
質
を
成
立

さ
す
が
、
原
質

よ
り
別
な
原
質

の
創
造

と

い
ふ
も

の
は
な

い
。
徴

に
不
檜
不
滅

な
の
で
あ

る
。
然
し
宇
宙
問

に
は
攣

化
と

い
ふ
も
の
は
あ
る
。
が
モ
れ

は
存

亡
と
い
ふ

こ
と
で
は
な

い
。
有

と
か
無

と
カ
は
王
船

山
も
言

つ
て
ゐ
る
様
に
聚

散
と

い
ふ

こ
と
で
生
滅

で
は
な

い
の
で
あ

る
。

'

か

く

の
如

く

以

太

の
不

生

不
滅

の
原

理

は

化
學

的

に
証

明
し

得

る
と

考

へ
て

ゐ

る

彼

は
、

人

が

生

を

好

み

死

を

悪

む

と

い
ふ

の

も
、

畢

寛

不
生

不
滅

の
理

に
曙

い
か

ら

來

る

の

で
あ

る

と

い

ひ
、
荘

子

が

「
吾

生

を
善

と
す

る
も

の

は
吾

死

を

善

と

す

る

所

以

で

あ

る
」
と

言

つ

て

二

五



二
六

ゐ
る
の
憶
道
を
學
び
聖
に
入
る
始
基
で
あ
る
。
張
横
渠

は
是

に
よ
つ
て
太
和
の
読
を
立
て
、
王
船
山
は

「
一
聖
人
死
す

る
あ
れ
ば
其

の
氣

分
れ
て
衆
聖
入
と
な
る
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
叉
耶
蘇
は
襲
魂
と
い
ひ
永
生
と
い
ひ
、
佛
は
輪
廻
と
言
つ
て
ゐ
る
。
孔
子
は
易
の
繋
僻
傳
に

「
始
を

原
ね
て
絡
に
反
る
、
故
に
死
生
の
読
を
知
る
、
.精
氣
物
と
爲
り
、
游
魂
愛
を
爲
す
。
是
の
故
に
鬼
淋

の
情

歌
を
知
る
」
と
も
言
つ

て
ゐ
る
。

然
ら
ば
セ
の
不
生
不
滅
は
如
何
に
し
て
出
て
來
る
か

と

い

へ
ば
、
そ
れ
減
微
生
滅
か
ら
出
る
。
以
太
の
中
に
自
ら
こ
の
微
生
滅
が
あ

る
。
佛
読
に
依
れ
ば
、
佛
は
師
子
座
を
離
れ
す
し
て
身
を

一
切
塵
に
現
じ
、

一
切

一
入
、

一
入

一
切
す
る
。
則
ち
時
時

に
兜
率
天
よ
り
下

り
、
時
時
に
投
胎
し
、
時
時
に
住
胎
し
、
時
時

に
出
世
し
、
時
時
に
出
家
し
、
時
時
に
成
道
し
、
時
時
に
降
魔
し
、
時
時
に
韓
法
輪
し
、

時
時
に
般
浬
繋
す
る
。

一
刹
那
頃
、
己
に
無
量
の
世
界
法
界
生
滅
が
あ
る
。
之
を
過
去
に
求
め
て
生
滅
無
始
、
之
を
未
來
に
求
め
て
生
滅

無
絡
、
之
を
現
在
に
求
め
て
生
滅
息
息
、
時
と
し

て
生
死
せ
ざ

る

こ

と
な
く
,
師
ち
時
と
し
て
輪
廻
に
非
る
と

と
な
く
、
自
ら

一
出

一

虚
『

一
行

一
止
、

一
語
.一
漱
、

一
思

一
寂
、

一
瀦

一
親
、

一
飲

一
食
、

一
夢

一
醒
、
彼
に
去
つ
て
此
に
來
り
、
此

に
蓮
つ
て
彼
に
断
ろ

、

去
る
も
の
は
死
、
來
る
も
の
叉
生
、
蓮
る
も
の
は
生
、
断
つ
も
の
又
死
,
何
の
所
爲
に
し

て
生
か
、
何
の
所
爲
に
し
て
死
か
、
乃
ち
絡
に

生
死
輪
廻
の
外
に
出
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
こ
れ
は
念
念
相
績
し
て
造
成
す
る
所
で
あ
る
。
佛
読
で
は
三
界
唯
心
と
か
・

一
切
唯
心
所
造
と

言
ふ
が
人
が
能
く
大
輪
廻
を
出
つ
る
か
否
か
は
其
の
細
輪
廻
に
於
て
之
を
知
る
べ
き
で
、
細
輪
廻
の
己
ま
ぬ
限
り
、
生
死
は
絡
に
息
む
こ

と
が
禺
來
な
い
。
以
太
の
微
生
滅
も
亦
息
む
こ
と
・は
出
來
な

い
の
で
あ
る
。
蕪
子
に
舟
を
笙
に
藏
し
て
之
を
固
し
と
謂
ふ
も
夜
牛
に
大
力

の
者
が
整
と
共
に
之
を
負
う
て
走
る
こ
と
が
有
つ
て
も
昧
き
も
の
は
知
ら
ぬ
、帥
ち
渣
化
ば
獄

々
の
中
に
推
移
し
、
人
が
之
を
知
る
と
知
ら

ざ

る
と
を
問
は
す
日
夜
に
蓮
動
製
化
し
て
や
ま
な
い
こ
と
を
読
き
.
王
船
山
は

「
己
生
の
天
地
は
今
日
是
な
り
。
未
生
の
天
地
は
今
日
是

な
り
。
」
と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
是
は
吾
の
今
日
と
思

へ
る
も
の
は
即
ち
今
日
で
な
い
の
で
あ
り
て
、
皆
其
の
生
滅
し

て
息
ま
ぬ
点
を
言
つ
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
論
語
に
、

「
孔
子
川
上
に
在

つ
て
日
ふ
、
逝
く
者
は
斯
く
の
如
き
か
、
聲
夜
を
含
て
・ず
」
と
嘆
t
た
と
あ
る
、
此
の
書

夜
は
川
の
理
で
あ
り
、
川
は
即
ち
聲
夜
の
形
で
あ
る
。
前
の
者
は
逝
き
、
後

の
者
は
舎
ま
ら
す
、
乍
ち
に
前
と
な
り
又
以
て
後
に
居
る
、

卒
に
割
つ
て
漸
つ
こ
と
は
出
來
な
い
。
敦
れ
が
前
か
、
敦
れ
が
後
か
、
逝
く
も
の
は
往
き
て
舎
ら
ざ
る
者
が
復
禮
く
、
乍
ち
以
て
襯
く
と

思

へ
・ば
適
に
以
て
往
く
こ
と
を
な
す
の
で
、
卒

に
執
つ
て
之
を
私
す

る
こ
と
は
出
來
な
い
。
敦
れ
が
往
き
、
敦
れ

が
獺
く
か
、
川
を
渦
滴



に
撰
す
る
こ
と
が
出
來
る
し
、
渦
滴
は
回
つ
て
川
と
な
る
所
以
で
あ
る
。
又
書
夜
を
瞬
息
に
縮
め
る
こ
と
が
出
來

、
瞬
息
は
術
し
て
聲
夜

と
な
る
所
以
で
あ
る
。
逝
く
の
み
含
ま
ら
ざ
る
の
み
、

一
に
非
曳
二
に
非
・ず
、
断
に
非
す
、
常
に
非
す
、
旋
ち
生
じ
旋
ち
滅
す
る
、
帥
滅

即
生
で
あ
る
。
生
と
滅
と
相
授
く
る
の
際
は
、
微
の
叉
微
、
微
す
可
き
無
き
に
至
り
、
密
の
又
密
、
密
す
べ
き
無
き
に
至
る
。
か
く
の
如

く
し
て
化
し
て

一
と
な
り
、
不
生
不
滅
と
な
る
。
不
生
不
賊
た
る
こ
と
は
之
が
微
生
滅
を
成
す
所
以
で
あ
る
。

今
我
我
は
何
を
以
て
今
日
あ
る
こ
と
を
知
る
か
、
と
い
ふ
に
そ
れ
は
過
去
未
來
に
比
し
て
之
を
知
る
の
で
あ
る
。
然
し
去
る
も
の
ば
己

に
去
り
、
來
る
も
の
は
叉
未
だ
來
ら
ざ
る
に
、
何
を
以
て
今
日
あ
る
を
知
る
か
。
我
が
今
日
あ
る
を
知
つ
た
時
は
已
に
逝
き
し
所
の
今
日

で
あ
る
。
過
去
の
中
に
は
今
日
は
な
い
、
未
來
に
も
今
日
は
な
い
。
今
日
は
則
ち
今
日
で
あ
る
。
明
日
に
な
る
と
今

日
を
謂
つ
て
今
日
と

は
し
な
い
。

一
日
が
分
れ
て
刻
、
刻
が
分
れ
て
分
、
秒
、
忽
と
な
る
。
秒
忽
は
随
つ
て
生
じ
、
随
つ
て
滅
す

る
。

故
に
何
秒
何
忽
が
今
目

窪

と
確
に
言
ふ
こ
と
は
出
來
な
い
。
昨
日
の
天
地
に
物
も
我
も

「
生
」
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
ヤ
今
日
は
皆
㌔
滅
」
で
あ
る
。
今
日
の
天
地

に
物
も
我
も

「
生
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
明
日
は
則
ち
滅
で
あ
る
。
今
日
に
擦
つ
て
生
と
す
る
こ
と
も
出
來
す
、
今
日
に
擦
つ
て
滅
ど
す

る
こ
と
も
出
來
な
い
。
故
に
生
滅
は
鄙
不
生
不
滅
で
あ
る
。

今
我

々
は
何
故
に

「
我
」
が
有
る
と
い
ふ
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
か
。
そ
れ
は
我
に
非
る
も
の
に
比
し
て
之
を
知
る
と
い
は
れ
る

か
も
知
れ
な
い
。
然
し
非
我
は
既
.に
非
我
で
あ
る
。
我
と
い
ふ
も
の
を
知
つ
た
時

に
は
も
は
や
そ
り
我
は
過
ぎ
去
つ
鷺
我
で
あ
る
。
我
々

は

一
身
に
し
て
四
体
五
官
の
分
が
あ
●り
、
四
体
五
官
に
し
て
筋
骨
血
肉
の
分
が
あ
り
、
筋
骨
血
肉
に
叉
無
数

の
分
が
あ
る
。

一
に
し
て
萬

萬

で
あ
る
。
是
か
我
で
あ
る
と
謂
つ
た
所
で
、
そ
れ
は
萬
萬
の
我
で
あ
つ
て
、
我
は
叉
當

に
分
裂
せ
ら
れ
な
け
ぼ
な
ら
ぬ
。
我
々
の
肉
体

ぱ
秒
忽
を
容
墾

、
絶
え
す
新
餐

謝
し
て
ゐ
る
か
ら
、
或
る
氣
縷
の
出
入
を
我
と
し
、
或
る
血
輪

の
流
動
を
我
と
す
る
こ
査

出
來
な

い
。
生
を
以
て
我
と
し
た
我
は
た
ち
ま
ち
滅
す
る
。
滅
を
以
て
我
と
し
江
と
し
て
も
我
は
固
よ
り
生
の
中
に
在
る
。
畢
党
我
は
生
の
中

に

も

在
り
、
亦
我
は
滅
の
中
に
も
在
る
と
い
へ
る
の
で
あ
る
。
故
に
不
生
不
滅
即
生
滅

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

叉
こ
蕊
に

「
思
ふ
)
と
い
ふ
こ
と
に
就
て
考

へ
て
見
よ
う
。
.思
ふ
と
い
ふ
作
用
は
謄
に
在
る
の
で
あ
る
。
騰
の
形
は
有
量
で
あ
る
が
思

ふ
こ
と
は
無
量
で
あ
る
。
我
我
は
或
る

一
つ
の
世
界
或
は
垣
河
沙
敏
の
世
界
を
も
目
前
に
懸
け
て
考

へ
る
こ
と
が
出
來
る
。
有
量
の
中
に

二
七



二
八

無
量
を
入
れ
る
の
で
あ
る
。
此
の
際
有
量
は
何
盧
に
往
く
の
で
あ
ら
う
か
。
叉
思
ふ
こ
と
が
既

に
倦
ん
だ
場
合
そ
の
無
景
は
何
膿
に
往
く

の
で
あ
る
か
。

一
切
衆
生
を
併
せ
て
我
だ
と
考

へ
て
も
＼我
の
大
を
加

へ
す
、
我
が
偏
く
し
.て

一
切
衆
生
と
爲

つ
で
も
、
我
は
減
少
せ
ぬ
の

は
何
故
で
あ
ら
ラ
か
。
之
は
.
「
一
多
相
容
」
と
い
ふ
ご
と
な
の
で
あ
る
。

一
多
相
容
で
あ
る
こ
と
は
『
世

一
時
で
あ

る
。
こ
れ
は
天
地
萬

物
自
然
の
眞
理
で
あ
る
が
、
之
を
知
ら
な
い
の
は
歴
劫
の
業
力
に
縁
つ
て
深
く
障
倣
せ
ら
れ
、
途
に
相
封
的
分
別
的
観
念
に
自
ら
備
さ
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
此
、
人
我
、
大
小
、
多
寡
、
長
短
、
久
暫
等

一
切

の
相
封
の
名
を
破
し
、
一彼
無
ぺ
此
無
く
、
此
帥
披
、
彼
帥
此
で

ぢ

あ
る
こ
と
を
辮
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
入
は
眼
耳
鼻
舌
身
等
の
感
錯
的
κ
知
識
の
み
を
知
識
と
し
て
信
す
る
様
で
あ
る
が
、
眼
耳
鼻
舌
身
等

に

ょ

つ
て
接
し
得
る
世
界
は
色
聲
香
味
鰯
の
五
者
の
み
で
あ
る
。
法
界
、
虚
室
界
、
衆
生
界
は
無
量
無
邊
で
あ
る
か
ら
、
有
限
な
智
畳
で
は

到
底
知
り
盤
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

例

へ
ば
眼
で
見
る
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
に
は
肉
眼
、
天
眼
、
惹
眼
、
法
眼
、
佛
眼
等
を
以
て
す
る
の
で
あ
る
が
、
肉
眼
に
映
ず
る
も
の
は
盲
膜
レ
、ン
ズ

に
入
つ
た
影
で
あ
る
。
そ
れ
が
騰
に
蓬
し
て
、
見
る
と
い
は
れ
る
け
れ
共
、
賓
は
見
る
の
は
こ
の
影
で
あ
つ
て
眞
の
形
は
萬
古
を
通
じ
て
見
ら
れ
な
い

の
で
あ
る
。
」肉
耳
で
聞
く
揚
合
も
全
様
乍
、聞
き
得
る
の
は
鼓
膜
の
蓼
の
み
で
あ
つ
て
、眞
の
聲
は
萬
古
に
互
つ
て
聞
く
こ
と
が
出
來
な
い
の
で
あ
る
。

眼
を
以
て
見
す
、
耳
を
以
て
聞
か
す
、
鼻
を
以
て
嗅
か
す
、
舌
を
以
て
嘗
て
め
す
、
身
を
、以
て
欄
れ
す
,
心
を
以

て
思
は
す
、
業
識
を

韓
じ
て
智
慧
と
な
し
て
然
る
後
、

一
多
相
容
、
三
世
、一
時
の
眞
理
か
憎

々
前
に
見
ら
は
れ
る
の
で
あ
る
。
逝

く
者
の
逝
く
に
任
せ
て
而
し

て
我
逝
か
す
、
我
の
逝
く
に
任
せ
て
而
し
て
逝
く
者
は
卒
に
未
だ
嘗
て
逝
か
す
し
て
眞
理
が
出
で
、
こ
エ
に
柑
封
観
は
破
ら
す
し
て
お
の

つ

か
ち
破
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
は
極
め
て
素
朴
で
あ
る
が
佛
教
的
思
想
を
汲
み
つ
つ
組
織
立
て
ら
れ
た
課
嗣
同
の
.認
識
哲
學
と
で
も
名
つ
く

べ
き
思
想
の
概
要
で

あ

る
が
、
彼
は
前
に
も
言
つ
た
檬
に

「
日
新
」
と
い
ふ
語
を
標
榜
し
て
中
國
の
革
命
、
民
族
平
等
を
提
侶
し
て
ゐ
る
の
で
、
以
上
の
如
き

思
想
は
此
の
新
し
い
運
動
を
裏
づ
け
る
理
念
で
あ
る
と
言
つ
て
よ
い
と
思
ふ
。
然
ら
ば
彼
の
所
謂
日
新
と
い
ふ
こ
と
は
如
何
な
る
意
味
で

ふ
る

ま
さ

あ
ら
う
か
。
彼
は
、
逝
く
こ
と
に
反
し
て
観
る
こ
と
を
日
薪
と
名
づ
け
る
。
孔
子
は

「
故
き
を
革
め
去
り
、
鼎
に
新
を
取
る
」
と
い
ひ
、

又

「
日
々
に
新
た
な
る
、
之
を
盛
徳
と
謂
ふ
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
そ
れ
善
は
日
新
に
至
つ
て
止
ま
b
'、
悪
は
日
新
な
ら
ざ
る
に
至
つ
て
止

ま
る
の
で
あ
る
。
天
は
新
た
な
ら
ざ
る
時
は
何
を
以
て
生
じ
、
地
新
な
ら
ざ
れ
ば
何
を
以
て
運
行
し
、
日
珂
新
た
な
ら
ざ
れ
ば
何
を
以
て



光

明
が
あ
り
、
四
時
新
た
な
ら
す
と
せ
ぱ
何
を
以
て
塞
暑
す
る
か
。
以
太
も
款
で
な
か
つ
だ
と
せ
ば
三
界
萬
法
は
滅
す
る
。
孔
子
は

「
改

過
」
と
い
ひ
、幽佛
陀
は

「
骸
悔
」
を
い
ひ
、
耶
蘇
は

コ
認
罪
」
と
い
つ
て
ゐ
る
。
之
は
新
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
。
孔
子
が

「
巳
ま
す
」
と

い
ひ
、
佛
が

「
精
進
」
と
い
ひ
、
耶
蘇
が

「
天
國
は
近
き
に
あ
り
」
と
言
つ
た
の
喝
新
に
し
て
又
之
を
薪
に
す
る
の
謂
で
あ
つ
て
、

「新

と

い
ふ
こ
と
は
群
教
の
、公
理
で
あ
る
。
然
る
に
何
故
に
今
の
世
の
保
守
家
は
断

ゐ
と
し
て
攣
法
革
命
に
反
封
を
す
る
の
で
あ
る
か
。
彼
等

攣

法
反
封
家
は
怯
惰

の
私
に
蔽
は
れ
て
天
の
生
を
ふ
さ
ぎ
、
地
の
運
行
を
掘
し
、
日
月
の
光
明
を
薇
ふ
も
の
で
あ

つ
て
、
四
時
の
交
迭
を

鼠

し
、
百
産
萬
婁
の
"云
芸
を
こ
ろ
し
、
亡
學
亡
政
、亡
教
を
位
ま
す
し
て
不
生
不
滅

の
眞
理
に
戻
る
も

の
で

あ
る
。

不
仁
の
甚
し
き
も
の

で
、
淺
朽
不
籔
の
塵
物
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
彼
等
は
動
も
す
る
と

性
古
を
好
む
」
の
だ
と
告
げ
る
。
然
し
そ
れ
は
古
に
し
て
辱
む
可

き
か
も
知
れ
ぬ
が
今
日
の
人
に
其
は
何
の
必
要
が
あ
ら
う
か
。

孔
子
は
書
経
を
側
定
す
る
時
、
唐
虞
以
前
を
断
ち
切
り
、
詩
維
は
三
百
篇

に
止
め
た
。
然
し
猫
ほ
早
歳
に
は
周
代

の
制
作

に
從

つ
た
が

晩

年
道
が
行
は
れ
す
、
涕
を
獲
麟

に
掩
う
て
か
ら
は
、
攣
法
で
な
く
て
は
不
可
で
あ
る
こ
と
を
獄
知
し
、
こ
玉
に
獲
憤
し
て
春
秋
を
作
り

悉
く
古
學
を
塵
し
今
の
制
に
改
め
た
の
で
あ
る
。
何
虞
に
「
古
を
好
む
」
と
い
ふ
こ
と
が
あ
つ
た
ら
う
。
孔
子
改
制
考

の
著
者
康
有
爲
は
、

今

の
論
語
の
述
而
第
七
は
當
に
黙
而
第
七
で
な
く
て
は
な
ち
ぬ
,
今
の
様
に
之
弘
述
市

と
し
た
の
は
漢
の
劉
歌
が
勝
手
に
改
め
忙
の
で

述
而
不
レ作
。
信
而
好
レ古
。
窺
比
二於
我
老
彰
一。

と

い
ふ
十
四
宇
右
劉
歌
の
蜜
入
で
あ
る
。
孔
子
は

我
非
二
生
而
知
レ
之
者
一。
敏
二以
求
一レ
之
者
也
。

と
言
つ
た
コ
ζ
の
生
知
と
敏
求
と
相
反
罫
し
て
文
義
が
正
し
い
。
中
に
好
古
の
二
字
が
あ
つ
て
は
語
意
の
蓮
貫
が
な

い
。
こ
れ
は
礁
し
く

劉

歌
の
蜜
入
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。

康
有
爲
は
丈
宇
で

「古
」
に
從
ふ
も
の
.に
佳
い
意
味
の
も
の
は
な
い
。
例
へ
ば
苦
、
枯
、
借
、
暑
、
峯
、
固
、
砧
、
疹
、
瘤
、
洞
、
沽
、
姑
等
の
如
き

を
見
て
も
解
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。

我

々
は
古
を
好
む
者
が
何
を
去
り
、
何
に
礎
ふ
と
す
る
の
か
を
知
ら
な
い
。
欧
米
諸
國
は
新
を
好
ん
で
興
つ
た
。
日
本
も
之
に
倣
つ
て
其

二
九



三
〇

の
衣
食
や
嗜
好
を
愛

へ
た
。
亜
、
非
、
懊

の
三
洲
は
古
を
好
む
を
以
て
亡
ん
だ
。
中
國
も
古
制
に
依
擦
し
て
ゐ
た

の
で
は
共
の
死
亡
は
眉

腱
に
在
る
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
果
し
て
然
ら
ば
日
新
は
何
に
本
つ
く
か
と
い
ふ
と
以
太
の
動
機
で
あ
る
。
あ
の
雷
を
見
よ
。
虚
室
都
て

一

物
も
無

い
虞
か
ら
忽
ち
雲
雨
相
値
う
て
は
陰
陽
の
両
電
を
含
み
、
や
が
て
宇
宙
山
川
之
が
爲
に
職
憾
す
る
。
そ
れ
は
亦
暴
と
も
謂
ふ
ぺ
き

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
轡
い
で
甘
雨
と
な
り
和
風
と
な
り
、
.萬
物
任
運
自
得
梶

年

豊
か
に
凡
て
が
生
成
す
る
。

こ
れ

こ
そ
以
太
の

一
動
に

由
る
所
.で
あ
つ
て
、
之
を
仁
の
端
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
動
を
喜
ぷ
と
い
ふ
所
が
西
洋
が
偉
大
な
襲
展
を
な
し
た
所
以
で
あ
り
、
五
弐
洲
に
覇
た
り
得
た
原
因
で
あ

る
。
今
中
國
は
離
震
よ

つ
て
亡
び
ん
と
し
て
み
る
。
西
人
は
活
動
を
喜
ん
で
堅
忍
不
携
で
あ
る
。
救
世
を
以
て
心
と
し
て
み
る
耶
蘇
の
教

に
そ
れ
が
あ
る
。
惟

々

耶
蘇
教
の
み
で
は
な

い
。
孔
子
教
固
よ
り
然
り
で
あ
る
。
佛
敬
は
此
点
尤
も
甚
し
い
。
威
力
と
い
ひ
奮
迅
と
い
ひ
、
勇
猛
と
い
ひ
大
無
畏

と
い
ひ
、
大
雄
と
白

つ
て
ゐ
る
、
又
此
の
数
義
を

一
括
し
て
そ
の
象
徴
を
獅
子
に
取
つ
て
居
り
、
密
を
言

へ
ば
、
之
を
濟
ふ
に
必
委
顧
を

以
て
し
、
止
を
修
す
れ
ば
必
す
之
と
借
に
観
を
以
て
し
κ
ゐ
る
。
以
太
σ
動
機
が
日
新

の
攣
化
を
な
す
に
當
つ
て
は
能
く
之
を
と
9
め
る

も
の
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
q
然
る
に
世
の
論
者
の
中
に
は
h
佛
教
と
老
蕪
の
別
を
混
同
し

}
山
林
脅
静
と
い
ふ
ご
乏
を
佛
敏
と
し
、

佛
を
議
つ
で
頑
室
と
し
断
滅
と
な
し
、
九
十
六
種

の
、外
道
之
し
て
ゐ
る
。
而
も
佛
堂
然
ら
ん

や
で
あ
る
。
そ
の
翻

止
の
如
く
見
え
る
の
は

其
の
活
動
を
善
く
し
、
編
く

一
切
衆
生
を
度
せ
ん
こ
と
を
欲
す
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
精
し
く
言

へ
ば
動
帥
謬
で
あ
り
、
龍
即
動
な
の
で

あ
る
。
尤
も
こ
の
動
と
か
.静
と
か
の
封
立
さ

へ
も
無
い
の
や

あ
る
。
故
に
善
く
佛
を
學
ぶ
も
の
は
震
動
、
奮
働
し

て
雄
強
、
剛
藍
で
あ
ら

ね
ば
な
い
。

以
上
,は
課
嗣
同
の

「
仁
學
」
に
お
け
る
前
牛
の
思
想
概
要
で
あ
ゐ
。
.記
し
て
こ
墨
に
到
る
。
現

代
の
.我
が
佛
教
家

に
.し
て
、
取
つ
て
以

て
自
ら
頂
門
の

一
針
と
な
さ
す
し
て
可
な
ら
ん
や
と
謂
ひ
た
い
も
の
が
あ
る
。

(
未
完
)


